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日
蓮
大
聖
人 

 
  

御 

聖 

訓 

『
薬
王
品
得
意
抄
』 

(

文
永
二
年) 

  

法
華
已
前
（
ほ
つ
け
い
ぜ
ん
）
の
華

厳
経
（
け
ご
ん
き
よ
う
）
・
阿
含
経

（
あ
ご
ん
き
よ
う
）
・
方
等
経
（
ほ
う

と
う
き
よ
う
）
・
般
若
経
（
は
ん
に
や

き
よ
う
）
・
深
密
経
（
じ
ん
み
つ
き
よ

う
）
・
阿
弥
陀
経
（
あ
み
だ
き
よ

う
）
・
涅
槃
経
（
ね
は
ん
ぎ
よ
う
）
・

大
日
経
（
だ
い
に
ち
き
よ
う
）
・
金
剛

頂
経
（
こ
ん
ご
う
ち
よ
う
き
よ
う
）
・

蘇
悉
地
経
（
そ
し
つ
ち
き
よ
う
）
・
密

厳
経
（
み
つ
ご
ん
き
よ
う
）
等
の
釈
迦

如
来
の
所
説
の
一
切
経
、
大
日
如
来
の

所
説
の
一
切
経
、
阿
弥
陀
如
来
の
所
説

の
一
切
経
、
薬
師
（
や
く
し
）
如
来
の

所
説
の
一
切
経
、
過
去
現
在
未
来
三
世

（
さ
ん
ぜ
）
の
諸
仏
所
説
の
一
切
経
の

中
に
法
華
経
第
一
な
り
。 

 

 

【
現
代
語
訳
】 

 

法
華
経
以
外
の
諸
経
、
す
な
わ

ち
華
厳
経
・
阿
含
経
・
方
等

経
・
般
若
経
・
深
密
経
・
阿
弥

陀
経
・
涅
槃
経
・
大
日
経
・
金

剛
頂
経
・
蘇
悉
地
経
・
密
厳
経

等
の
釈
迦
如
来
の
お
説
き
に
な

ら
れ
た
一
切
の
経
、
な
ら
び
に

大
日
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
・
薬

師
如
来
等
の
お
説
き
に
な
ら
れ

た
一
切
の
経
、
さ
ら
に
過
去
・

現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ

て
説
か
れ
た
一
切
の
仏
の
す
べ

て
の
経
典
の
中
で
、
法
華
経
が

最
も
優
れ
た
第
一
の
経
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

※
参
考
・
・
『
日
蓮
聖
人
全
集
』 

 
 

     令和７年  新年祝祷会及び除夜の鐘  

日 時 令和６年１２月３１日（火） 夜１１時より 祈願受付・鐘付き整理券配布 

   ❖ 新年祝祷会の後、祈願会を行いますので受け付けにてお申込みください。  

   ❖ 除夜の鐘は これまで通り一般参詣者も撞けます。同封の別紙をご参照ください。  
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旭
貫
首
猊
下
御
名
代
と
し
て
、
鈴

木
執
事
長
に
御
会
式
御
逮
夜
法
要
の

導
師
を
お
務
め
頂
き
、
厳
粛
な
る
法

要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
生
御
影
尊
に
お
綿
を
添
え

る
御
裹
頭
奉
納
之
儀
を
行
い
、
今
年

は
そ
の
施
主
と
し
て
石
川
正
博
様

(

本
國
寺
筆
頭
総
代)

よ
り
ご
御
奉
納

頂
き
ま
し
た
。 

 

法
要
後
、
当
山
布
教
部
・
浦
野
弘

正
上
人(

写
真
左)

に
よ
る
「
御
祖
師

様
を
偲
ぶ 

龍
口
法
難
」
と
題
し
て

高
座
説
教
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
重

須
孝
行
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
大
聖
人

御
報
恩
感
謝
の
太

鼓
披
露
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

高
祖
日
蓮
大
聖
人
第
七
百
四
十
三

遠
忌
御
会
式
の
大
導
師
を
旭
貫
首
猊

下
に
お
務
め
頂
き
ま
し
た
。 

 

本
山
實
成
寺
田
中
日
芳
猊
下
・
小

泉
久
遠
寺
安
藝
日
旺
猊
下
並
び
に
、

末
寺
法
縁
寺
院
・
当
山
役
員
・
檀
信

徒
を
は
じ
め
毎
年
塔
中
か
ら
養
仙

坊
・
西
之
坊
の
檀
信
徒
の
方
々
が
、

数
多
く
ご
参
列
を
頂
き
、
日
蓮
大
聖

人
生
御
影
尊
に
向
け
て
御
報
恩
感
謝

の
御
題
目
を
お
唱
え
致
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
当
日
は
、
塔
中
養
仙
坊
の
檀

信
徒
で
あ
る
朝
日
芳
雄
様
よ
り
詩
吟

『
日
蓮
聖
人
』
を
ご
披
露
頂
き
大
聖

人
御
在
世
当
時
を
忍
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

本
山
・
寺
院 

本
山 

實
成
寺 

本
山 

久
遠
寺 

塔
中 

養
仙
坊  

塔
中 

東
陽
坊 

塔
中 

西
之
坊 

塔
中 

養
運
坊 

塔
中 

蓮
行
坊 

塔
中 

大
乗
坊 

東
京 

蓮
華
寺 

横
浜 

宗
川
寺 

富
士 

本
國
寺  

北
山 

本
妙
寺 

富
士 

福
泉
寺 

蒲
原 

妙
隆
寺  

御
殿
場 

久
成
寺  

山
梨 

本
照
寺 

山
梨 

正
法
寺 

海
老
名 

常
在
寺  

厚
木 

本
禅
寺  

茅
ケ
崎 

蓮
妙
寺  

岡
山 

顕
本
寺  

天
母
山
法
華
教
会  

小
泉 

妙
円
寺  

富
士 

代
通
寺  

福
岡 

代
行
寺 

 

檀 

信 

徒 

太
田
川
一
郎  

久
保
田 

審  

石
川 

達
三  

渡
邉 

和
正  

後
藤 

幸
夫  

佐
野 

洪
二 

齋
藤
益
正
夫
妻   

佐
野 

昌
彦  

井
出 

和
夫  

堀
内 

正  

杉
田 

正
博  

岩
井 

易  

石
川 

武  

片
山 

彰
子  

井
出 

和
子 

石
川 

キ
ヨ
エ  

堀
内
は
る
み  

   
 

敬
称
略
・
順
不
同 

  

 
御
逮
夜
法
要 

(

十
一
月
十
二
日
） 

 

御
会
式 

(

十
一
月
十
三
日
） 

御裹頭奉納 石川正博様 

 参拝される檀信徒 

 詩吟詠唱の朝日芳雄様  御挨拶をされる旭日重貫首猊下 

詩
吟 

『
日
蓮
聖
人
』
の
原
本 

御
塔
婆
供
養
さ
れ

た
方
々
の
御
芳
名

を
読
み
上
げ
し
大

聖
人
遥
拝
廟
に
建

立
致
し
ま
し
た 

日
蓮
大
聖
人 

卒
塔
婆
供
養
者 

御
芳
名 
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仏
さ
ま
の
お
説
法
の
手
順 

 

前
回
は
、
「
説
法
瑞
」
の
本
文
の
箇
所
を
ご
紹
介

し
て
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
続
き
か
ら
で
す
。 

 

仏
教
で
は
、
仏
さ
ま
が
法
華
経
を
説
か
れ
る
前
に

は
必
ず
『
無
量
義
経
』
と
い
う
教
え
を
説
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た

十
方
の
数
え
き
れ
な
い
仏
さ
ま
方
は
、
必
ず
法
華
経

を
お
説
き
に
な
っ
て
か
ら
御
入
滅
に
な
る
の
で
す

が
、
そ
の
法
華
経
を
説
く
前
に
、
『
無
量
義
経
』
の

教
え
を
説
く
こ
と
が
作
法
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の

で
す
。
こ
の
こ
と
は
「
方
便
品
第
二
」
で
、
お
釈
迦

様
ご
自
身
も
「
如 に

ょ

三 さ
ん

世 ぜ

諸 し
ょ

仏 ぶ
つ 

説 せ
っ

法 ぽ
う

之 し

儀 ぎ

式 し
き 

我 が

今 こ
ん

亦 や
く

如 に
ょ

是 ぜ 

説 せ
つ

無 む

分 ふ
ん

別 べ
っ

法 ぽ
う 

」
「
三
世
の
諸
仏
の
説
法
の
儀

式
の
如 ご

と

く
、
我
も
今
ま
た
是 か

く

の
如
く
無 む

分 ふ
ん

別 べ
つ

の
法
を

説
か
ん
」
つ
ま
り
、
「
現
在
・
過
去
・
未
来
に
渡
る

多
く
の
仏
さ
ま
が
そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
、
あ
る
い

は
未
来
の
仏
さ
ま
方
が
そ
う
す
る
よ
う
に
、
私
も
ま

た
お
説
法
の
儀
式
に
則
っ
て
、
こ
れ
か
ら
無
分
別
の

教
え
、
つ
ま
り
分
け
隔
て
の
無
い
最
上
の
教
え
で
あ

る
法
華
経
を
説
こ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
仰
る
の
で

す(

『
開
結
』
一
二
〇
頁
、
『
岩
波(

上)

』
一
二
八

頁)

。 

 

無
量
義
経
の
位
置
づ
け 

 

『
無
量
義
経
』
は
、
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
仏

さ
ま
が
四
衆
に
囲
ま
れ
、
「
偉
大
な
る
指
導
者
」
と

仰
が
れ
、
崇
め
敬
わ
れ
、
供
養
さ
れ
、
礼
拝
さ
れ
讃

え
ら
れ
る
中
で
説
か
れ
る
教
え
で
す
。
ま
た
「
無
量

義
」
と
い
う
名
前
の
通
り
、
広
大
無
辺
な
教
え
で

す
。
そ
し
て
全
て
を
救
う
大
乗
の
教
え
で
あ
り
、
菩

薩
さ
ま
方
を
導
く
教
え
で
あ
り
、
数
え
き
れ
な
い
仏

さ
ま
方
が
大
事
に
護
っ
て
き
た
教
え
な
の
で
す
。 

 

「
教

き
ょ
う

菩 ぼ

薩 さ
っ

法 ぽ
う

」
と
「
仏 ぶ

っ

所 し
ょ

護 ご

念 ね
ん

」
「
無
量
義
」 

 

い
ま
、
「
教
菩
薩
法
」
を
「
菩
薩
さ
ま
方
を
導
く

教
え
」
、
「
仏
所
護
念
」
を
、
「
数
え
き
れ
な
い
仏

さ
ま
方
が
大
事
に
護
っ
て
き
た
教
え
」
と
そ
れ
ぞ
れ

簡
単
に
意
訳
し
ま
し
た
が
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
法

華
経
を
讃
え
る
言
葉
と
し
て
も
こ
の
後
何
度
も
登
場

し
ま
す
。
ま
た
「
無
量
義
」
と
い
う
言
葉
も
、
「
広

大
無
辺
な
教
え
」
と
ひ
と
言
で
説
明
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
大
事
な
言
葉
で
す
の
で
、
少
し
詳
し
く
お
話

し
し
ま
す
。 

 

教
菩
薩
法 

 
立
正
大
学
の
渡
邊
寶
陽
先
生
は
ご
自
身
の
著
書

に
、
「
教
菩
薩
法
」
は
、
先
の
説
明
か
ら
一
歩
進
ん

で
「
菩
薩
と
し
て
修
行
す
る
道 み

ち

標
し
る
べ

」
で
あ
り
、

「
菩
薩
さ
ま
が
修
行
の
道
を
歩
む
中
で
さ
ら
に
自
覚

し
、
体
得
し
て
い
く
教
え
で
あ
る
」
と
も
い
え
る
、

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。(

渡
邊
寶
陽
『
法
華
三
部

経
大
講
義(

以
下
、
『
大
講
義
』
と
略
称)

』
２ 

四

七
頁)

。 

 

つ
ま
り
菩
薩
さ
ま
が
導
か
れ
る
教
え
で
あ
る
と
同

時
に
、
菩
薩
さ
ま
が
菩
薩
さ
ま
と
し
て
修
行
を
続
け

る
姿
そ
の
も
の
が
「
教
菩
薩
法
」
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
以
前
お
話
し
し
た
『
涅
槃
経
』
の
、
「
法
灯
明 

自
灯
明
」
「
教
え
を
拠
り
所
と
し
、
自
ら
を
拠
り
所

と
せ
よ
」
の
教
え
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

仏
所
護
念 

 

次
の
「
仏
所
護
念
」
を
見
て
み
ま
す
。
渡
邊
先
生

は
『
法
華
経
大
講
座(

以
下
『
大
講
座
』
と
略
称)

』

の
小
林
一
郎
先
生
の
説
明(

一
巻
一
六
三
頁-

一
六
四

頁)

を
引
用
さ
れ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 
 
(

仏
所
護
念
と
は)

「
ど
う
ぞ
弘
ま
り
ま
す
よ
う 

 

 
 

に
と
願
う
こ
と
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
う
っ 

 
 

か
り
誤
っ
て
弘
め
た
ら
大
変
だ
ぞ
」
と
、
こ
の 

 
 

教
え
が
奥
行
き
の
深
い
教
え
で
あ
る
こ
と
に
、 

 
 

十
分
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
お
諭
し
に 

 
 

な
ら
れ
て
い
る(

後
略)

。 

 

仏
さ
ま
方
が
大
事
に
大
事
に
護
っ
て
き
た
教
え
だ

か
ら
こ
そ
、
簡
単
に
は
説
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
五
千
起
去
の
人
々
が
出
て
く
る
よ
う
に
、
「
誤

解
を
招
き
か
ね
な
い
」
教
え
で
あ
る
と
も
い
え
ま

す
。 

 

無
量
義 

 

「
無
量
義
」
を
「
広
大
無
辺
な
教
え
」
と
意
訳
し

ま
し
た
が
、
単
に
「
広
大
無
辺
で
は
な
い
」
と
い
い

ま
す
。
先
ほ
ど
の
『
大
講
義
』
で
は
、 

 
 

華
厳
時
の
「
華
厳
経
」
か
ら
始
ま
る
教
え
を
積 

 
 

み
重
ね
て
、
や
っ
と
導
き
出
さ
れ
る
よ
う
な
、 

 
 

難
解
な
教
え
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
私
た 

 
 

ち
の
「
一
心
」
つ
ま
り
素
直
な
心
か
ら
素
直
に 

 
 

引
き
出
さ
れ
て
く
る
の
が
「
無
量
義
」
で
あ
る 

 
 

と
、
今
ま
で
の
お
坊
さ
ん
た
ち
が
解
釈
し
て
き 

 
 

た
。 

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す(

『
大
講
義
』
２
四
七
頁)

。 

 

次
回
は
、
こ
れ
を
私
た
ち
に
当
て
は
め
て
考
え
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
続
く
） 

 
法
華
経
に
学
ぶ 

 

第
二
十
八
回 

 
 
 
 
 
   

布
教
伝
道
部 

浦
野 

弘
正 
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開
山
上
人
曰
く
「
当
門
流
に
於
て
は
御
書
を
心

肝
に
染
め
、
極
理
を
師
伝
し
て
若
し
間
有
ら
ば
台

家
を
聞
く
可
き
事
。
」
（
『
日
興
遺
誡
置
文
』
宗

学
全
書
一
三
二
頁
）
と
、
我
が
門
流
に
於
て
は
、

天
台
教
学
よ
り
も
先
ん
じ
て
、
宗
祖
の
遺
さ
れ
た

御
書
を
自
ら
の
信
心
に
深
く
刻
み
込
み
、
そ
の
信

仰
の
極
理
を
師
よ
り
伝
授
せ
ら
る
べ
き
事
を
説
か

れ
ま
す
。
先
述
の
如
く
當
山
御
歴
代
も
「
宗
祖
の

色
読
体
験
の
聖
録
に
し
て
妙
行
の
際
に
必
ず
拝
読

す
べ
き
」
（
第
四
十
七
世
日
幹
貫
首
猊
下
）
「
富

士
の
伝
統
は
御
書
を
基
盤
と
し
て
培
わ
れ
て
き

た
」
（
第
四
十
八
世
日
諄
貫
首
猊
下
）
等
と
説
か

れ
て
お
り
ま
す
。
先
師
方
の
金
言
を
心
に
刻
み
拝

読
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

偖
『
本
門
要
軌
』
で
は
、
六
四
頁
以
降
を
参
照

し
適
宜
に
拝
読
す
べ
き
と
な
っ
て
お
り
、
日
蓮
大

聖
人
御
聖
訓
二
十
一
抄
・
日
興
上
人
御
聖
訓
三
抄

と
系
年
順
に
収
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
※
檀
信
徒

用
で
は
日
蓮
大
聖
人
御
聖
訓
十
四
抄
・
日
興
上
人

御
聖
訓
一
抄
と
収
録
内
容
が
若
干
異
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
順
に
従
っ
て
拝
読
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

  

立
正
安
国
論
（
聖
寿
三
十
九
歳 

文
応
元
年
） 

汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
速
や
か
に
実
乗
の
一

善
に
帰
せ
よ
。
然
れ
ば
則
ち
三
界
は
皆
仏
国
な
り
。

仏
国
其
れ
衰
え
ん
や
。
十
方
は
悉
く
宝
土
な
り
。
宝

土
何
ぞ
壊
れ
ん
や
。
国
に
衰
微
無
く
土
に
破
壊
無
く

ん
ば
、
身
は
是
れ
安
全
に
し
て
心
は
是
れ
禅
定
な
ら

ん
。
此
の
詞
、
此
の
言
、
信
ず
べ
く
崇
む
べ
し
。 

 

聖
寿
＝
宗
祖
の
執
筆
年
齢
三
十
九
歳
。
系
年
は

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
。
対
告
者
は
鎌
倉
幕
府

前
執
権
の
最
明
寺
入
道
（
北
条
時
頼
）
に
呈
出
し

た
私
的
勘
文
。
真
蹟
三
十
六
紙
・
中
山
法
華
経
寺

蔵
。
又
當
書
に
は
、
開
山
日
興
上
人
の
写
本
「
日

興
本
」
が
玉
沢
妙
法
華
寺
、
同
上
人
の
解
説
書

『
安
国
論
問
答
』
が
富
士
大
石
寺
に
所
蔵
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
本
門
寺
に
於
て
は
、
同
上
人
孫
弟

子
・
讃
岐
公
日
源
の
中
世
写
本
「
建
武
四
年
丁
丑

正
月
廿
五
日
當
山
門
弟
日
源
四
十
二
才
而
書
写

之
」
、
「
貞
和
五
年
己
丑
卯
月
十
三
日
於
富
士
上

方
上
野
郷
水
口
日
源
五
十
四
歳
而
書
写
之
」
の
二

本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
殊
に
貞
和
本
は
教

団
初
期
の
『
立
正
安
国
論
』
訓
読
の
一
端
を
伝
え

る
貴
重
史
料
と
本
間
俊
文
先
生
（
立
正
大
学
）
が

近
年
、
文
献
的
位
置
づ
け
を
論
証
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
當
書
は
宗
祖
の
主
要
御
書
「
三
大
部
」

「
五
大
部
」
に
入
る
代
表
的
御
書
で
あ
り
、
日
蓮

門
下
で
発
行
さ
れ
る
信
行
用
の
経
本
類
に
は
必
ず

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
當
書
の
構
成
は
全
十
段
か

ら
な
り
、
『
本
門
要
軌
』
中
の
同
文
は
、
第
九
段

中
の
謗
法
の
対
治
と
立
正
安
国
の
実
現
を
催
促
す

る
核
心
の
部
分
に
な
り
ま
す
。
略
訳
を
し
ま
す

と
、
汝
（
貴
殿
）
が
早
く
信
仰
の
寸
心
（
誤
っ
た

邪
な
信
仰
）
を
改
め
て
、
速
や
か
に
実
乗
の
一
善

（
実
大
乗
教
＝
法
華
経
）
に
帰
（
帰
依
）
す
る
な

ら
ば
、
然
れ
ば
則
ち
三
界
（
欲
界
＝
欲
望
が
盛
ん

な
世
界
・
色
界
＝
欲
望
を
離
れ
た
物
質
の
み
の
世

界
・
無
色
界
＝
欲
望
と
物
質
を
超
え
た
精
神
の
み

の
世
界
。
衆
生
が
輪
廻
す
る
迷
い
の
境
界
）
は
皆

仏
国
（
娑
婆
即
寂
光
＝
久
遠
本
佛
が
常
在
す
る
霊

山
浄
土
）
な
り
。
以
上
の
箇
所
は
「
如
来
寿
量
品

第
十
六
」
の
「
衆
生
既
に
信
伏
し
質
直
に
し
て
意

柔
軟
に
一
心
に
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
し
て

自
ら
身
命
を
惜
ま
ず
時
に
我
及
び
衆
僧
俱
に
霊
鷲

山
に
出
ず
」
（
『
本
門
要
軌
』
三
八
ー
三
九
頁
）

の
経
文
に
符
合
し
ま
す
。
続
い
て
仏
国
（
霊
山
浄

土
）
は
衰
え
る
こ
と
な
く
（
我
此
土
安
穏
）
、
十

方
（
四
方
・
四
維
・
上
下
。
あ
ら
ゆ
る
方
角
）
は

悉
く
宝
土
（
種
種
宝
荘
厳)

 

な
り
。
宝
土
何
ぞ
壊

れ
ん
や
（
我
浄
土
不
毀
）
。
国
の
衰
微
無
く
、
国

土
の
破
壊
が
無
け
れ
ば
、
身
（
我
身
）
は
安
全
に

し
て
、
心
は
是
れ
禅
定
（
安
穏
）
で
し
ょ
う
。
此

の
言
葉
を
信
じ
崇
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以

上
の
箇
所
は
「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」
の
「
衆
生

劫
尽
き
て
大
火
に
焼
か
る
る
と
見
る
時
も
我
が
此

の
土
は
安
穏
に
し
て
天
人
常
に
充
満
せ
り
園
林
諸

の
堂
閣
種
種
の
宝
を
も
っ
て
荘
厳
し
宝
樹
華
果
多

く
し
て
衆
生
の
遊
楽
す
る
所
な
り
」
（
『
本
門
要

軌
』
四
一
頁
）
の
経
文
に
符
合
し
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
し
く
宗
祖
が
説
く
立
正
安
国
の
仏
土
＝
則
ち

久
遠
本
佛
が
説
く
本
門
寿
量
品
の
仏
土
で
あ
り
、

私
達
末
法
の
衆
生
が
安
住
す
べ
き
本
門
戒
壇
の
絶

対
的
な
る
救
済
世
界
な
の
で
あ
り
ま
す
。
（
続
く) 

『
本
門
要
軌
』
を
読
む 

第
二
十
七
回 
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十
月
二
十
五
日
に
、
第

九
回
境
内
清
掃
奉
仕
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
十
一
月

の
当
山
御
会
式
を
迎
え
る

為
、
塔
中
末
寺
檀
信
徒
と

合
わ
せ
て
四
十
二
名
の
皆

様
が
汗
を
流
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
諸
堂
内
で
は
重
須

婦
人
会
・
塔
中
寺
庭
婦
人

の
皆
様
方
が
、
香
花
替
え

と
清
掃
を
実
施
し
頂
き
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

奉
仕
丹
誠
者
御
芳
名  

本
門
寺 

 

渡
井 

將
文 

本
光
寺 

 

遠
藤 

洋
子 

〃 
 
 

鈴
木 

君
子 

〃 
 
 

鈴
木 

世
記
子 

〃 
 
 

鈴
木 

紗
也 

〃 
 
 

佐
野 

昌
彦 

〃 
 
 

佐
野 

国
代 

〃 
 
 

石
川 

洋
子 

〃 
 
 

望
月 

将
一
郎 

〃 
 
 

佐
野 

公
康 

〃 
 
 

渡
井 

英
機 

〃 
 
 

平
沢 

計
子 

〃 
 
 

小
川 

知
洋 

養
仙
坊 

 

石
川 

元
彦 

〃 
 
 

石
川 

達
三 

〃 
 
 

渡
辺 

均 

〃 
 
 

石
川 

茂
樹 

〃 
 
 

太
田
川 

一
郎 

〃 
 
 

太
田
川 

久 

〃 
 
 

宮
島 

三
男 

〃 
 
 

志
邨 

和
利 

東
陽
坊 

望
月 

正
見 

〃 
 
 

加
藤 

貴
之 

〃 
 
 

富
永 

政
則 

〃 
 
 

石
川 

深
千
欣 

西
之
坊 

石
川 

剛
浩 

〃 
 
 

藤
田 

欣
大 

〃 
 
 

藤
田 

文
代 

〃 
 
 

後
藤 

幸
夫 

〃 
 
 

石
川 

結
美 

養
運
坊 

藤
田 

將
二 

〃 
 
 

藤
田 
淳 

〃 
 
 

荻 

貴
世
孝 

〃 
 
 

野
村 

純
正 

〃 
 
 

渡
邉 

和
正 

蓮
行
坊 

矢
邊 

毅 

〃 
 
 

齋
藤 

繁
美 

〃 
 
 

渡
辺 

京
子 

〃 
 
 

佐
野 

高
子 

〃 
 
 

石
川 

キ
ヨ
エ 

〃 
 
 

遠
藤 

英
彦 

 

今
回
も
多
く
の
皆
様
の
お

手
伝
い
頂
き
ま
し
た
。
本

誌
を
も
っ
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

清
掃
奉
仕 

御
礼 

 有
縁
本
山 

塔
中
・
末
寺 

本
山 

久
遠
寺 

本
山 

實
成
寺 

本
山
大
坊
本
行
寺 

塔
中 

養
仙
坊 

塔
中 

東
陽
坊 

塔
中 

西
之
坊 

塔
中 

養
運
坊 

塔
中 

蓮
行
坊 

塔
中 

行
泉
坊 

塔
中 

大
乗
坊 

大
久
山
本
妙
寺 

玉
樹
山
正
林
寺 

蓮
華
山
本
源
寺 

妙
見
山
宗
円
寺 

富
士
山
法
華
寺 

成
就
山
本
國
寺 

八
王
子
山
妙
善
寺 

久
日
山
福
泉
寺 

大
鏡
山
本
光
寺 

道
場
山
妙
隆
寺 

實
成
山
久
成
寺 

寶
樹
山
伊
豆
国
分
寺 

伊
東
山
蓮
正
寺 

白
東
山
宗
川
寺 

本
興
山
常
在
寺 

寳
松
山
本
禅
寺 

泉
光
山
蓮
華
寺 

辨
財
山
蓮
妙
寺 

須
加
山
本
法
寺 

蓮
華
山
正
法
寺 

興
栄
山
本
源
寺 

法
教
山
本
光
寺 

大
導
山
顕
本
寺 

法
縁
寺
院 

天
母
山
法
華
教
会 

萓
守
山
妙
円
寺 

富
士
山
上
行
寺 

旭
光
山
行
蓮
寺 

妙
経
山
一
乗
寺 

舩
守
山
蓮
慶
寺 

慧
命
山
蓮
華
寺 

上
原
山
船
守
寺 

久
遠
山
妙
蓮
寺 

円
俵
山
法
藏
寺 

無
量
山
長
遠
寺 

草
竜
山
代
行
寺 

本
因
山
妙
圓
寺 

榮
光
山
妙
現
寺 

法
華
経
山
上
行
寺 

妙
龍
山
薬
王
寺 

  新
規
申
込
者 

赤
池 

美
弘 

朝
川 

三
智
男 

遠
藤 

英
彦 

加
藤 

倫
子 

小
長
谷 

満 

小
林 
春
雄 

齋
藤 

美
英 

坂
本 

千
景 

佐
野 

忠
昭 

竹
川 

敦 

竹
川 

伸
幸 

土
田 

達
也 

藤
本 

浩 

美
濃
部 

園
子 

望
月 

千
鶴
子 

渡
井 

久
幸 

渡
辺 

真
弓 

 

寺
族
・
檀
信
徒 

㈱
協
和
鉄
工
所  

㈱
佐
藤
精
密
金
型 

㈲
ア
イ
エ
ス
テ
ッ
ク 

㈲
石
川
商
店 

㈲
植
松
林
業 

㈲
ト
ガ
ミ 

㈲
堀
内
鉄
工 

赤
池 

盛
一 

赤
池 

洋
人 

赤
池 

鷲
藏 

赤
石 

好
子 

旭 

光
徳 

石
川 

剛
浩 

石
川 

貴
久 

石
川 

た
き
ゑ 

石
川 

武 

石
川 

達
三  

石
川 

哲
也 

石
川 

春
江 

石
川 

啓 

石
川 

昌
之 

石
川 

れ
い
子 

市
川 

敬
正 

井
出 

和
夫 

井
出 

和
子 

井
出 
教
道 

伊
藤 
昭
二 

伊
藤 

光
嗣 

岩
井 

易 

植
松 

喜
美
子 

植
松 

邦
仁 

植
松 

清
吾 

植
松 

忠
徳 

植
松 

政
直 

植
松 

良
太 

海
野 

晴
子 

江
副 

和
子 

榎
本
造
園 

遠
藤 

勝
己 

遠
藤 

英
雄 

遠
藤 

秀
洋 

遠
藤 

廣
幸 

太
田 

泰
子 

太
田
川 

一
郎 

小
野 

英
司 

小
野 

順
子 

重
須
婦
人
会 

片
寄 

健
一 

勝
亦 

静
男 

加
藤 

玉
江 

神
谷 

文
宏 

川
上 

英
子 

川
上 

恵
実 

木
下 

早
苗 

木
本 

謙
正 

木
本 

達
也 

久
成
寺
護
持
会 

楠 

秀
子 

久
保
田 

審 

国
分 

裕
二 

後
藤
自
動
車
板
金 

小
林 

浩
司 

齊
藤 

貞
代 

齋
藤 

富
太 

齋
藤 

益
正 

佐
々
木 

知 

佐
野 

洪
二 

佐
野 

順
一 

佐
野 
昌
彦 

仕
出
し 

ほ
し
や 

杉
崎 

省
三 

杉
田 

貴
明 

杉
田 

正
博 

鈴
木 

正
一 

鈴
木 

崇
明 

鈴
木 

正
見 

鈴
木 

敏
夫 

鈴
木 

護 

鈴
田 

忠
志 

住
谷 

誠 

清 

大
輔 

清 

常
晃 

清 

利
治 

仙
田 

功 

仙
田 

千
治 

園
部 

弓
子 

髙
尾 

三
佳 

髙
田 

馨 

髙
田 

廣 

髙
子 

俊
博 

髙
野 

公
男 

竹
川 

旭 

竹
川 

聿
徳 

竹
川 

広
三 

東
陽
坊
護
持
会 

土
橋 

一
治 

圡
橋 

君
江 

土
橋 

シ
ズ
ヱ 

富
永 

政
則 

永
田 

正
二 

楢
村 

玉
枝 

西
之
坊
護
持
会 

野
添 

光
雄 

野
田 

全
人 

羽
賀 

慧 

長
谷
川 

武 

林 

廣
子 

平
岡 

彦
三 

深
沢 

元 

福
井 

聖
佳 

福
井 

恵
佳 

福
井 

佑
佳 

藤
川 

昌
子 

藤
田 

大
勝 

藤
田 

恵
子 

藤
田 

將
二 

藤
田 

眞
五 

藤
田 

理
一 

藤
田
保
険
サ
ー
ビ
ス 

フ
ジ
フ
ォ
ト
㈱ 

藤
巻 

孝
典 

藤
巻 

隆
二 

古
屋 

斐
子 

古
谷 

澄
子 

ホ
ー
珍
ロ
ー 

星
谷 

悦
子 

譽
田 

成
子 

堀
内 

正 

堀
内 

文
雄  

増
尾 

伊
都
子 

御
宿 

富
靖 

三
好 

久
雄 

村
松 

房
子 

望
月 

近
芳 

望
月 

敏
雄 

望
月 

洋
子 

籾
山 

恒
夫 

柳
下 

悦
丹 

矢
崎 

匡
俊 

矢
邉 

毅 

山
田 

松
夫 

養
仙
坊
護
持
会 

若
林 

章
人 

渡
井 

將
文 

渡
井 

仁
司 

渡
邉 

和
正 

渡
邉 

泰
次
郎 

渡
邉 

太
郎 

渡
辺
石
油
店 

渡
邉 

義
夫 

令
和
六
年
提
灯
奉
納
者 

敬
称
略
／
五
十
音
順 

御
礼 

皆
様
の
ご
献
灯 

心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

お
詫
び 

新
規
提
灯
を
お

申
込
み
さ
れ
た

皆
様
に
は
諸
般

の
事
情
に
よ
り

作
製
が
間
に
合

わ
ず
、
ご
心
配

と
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た

こ
と
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

本
堂
内
に
新
規

申
込
者
の
御
芳

名
一
覧
を
翌
年

初
御
講
ま
で
掲

載
し
、
提
灯
奉

納
の
篤
志
を
朝

勤
に
て
ご
報
告

し
各
家
の
隆
昌

を
ご
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。 

年
末
年
始
に
は

尺
二
寸
の
提
灯

に
て
境
内
に
奉

納
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 
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新

寂

回

向

事

務

局

よ

り 

御
本
堂
に
お
き
ま
し
て
、
各
御
霊
位
の

御
回
向
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

西
之
坊 

故 

望
月 

常
義
様 

久
成
寺 

故 

土
屋 

忠
義
様 

久
成
寺 

故 

勝
又 

幹
夫
様 

養
仙
坊 

故 

井
出 

千
歳
様 

久
成
寺 

故 

長
田 

ま
つ
よ
様 

 
 十

月
末
日
迄 

申
込
み
・
申
請
順 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

塔
中
末
寺
寺
院
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
護
山
志
納
金
を
お
納
め
頂
き
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
左
記
に
、

ご
寺
院
名
を
掲
載
し
、
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

令
和
六
年
度
分 

十
月 

 
 

富
士
宮
市 

養
仙
坊 

様 

 
 

富
士
市 

 

福
泉
寺 

様 

 
 

富
士
市 

 

妙
善
寺 

様 
  

十
一
月
十
二
日
、

養
仙
坊
役
員
の
皆

様
が
仁
王
門
二
天

門
か
ら
本
堂
前
ま

で
の
境
内
清
掃
を

し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

令
和
六
年
十
一
月 

十 

八 

日 

千
葉
県
弘
法
寺 

団
参 

二
十
一
日 

本
間
俊
文
先
生
勉
強
会 

二
十
二
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

 

令
和
六
年
十
二
月 

十 
 

日 

古
文
書
勉
強
会 

 
 
 

十 

三 

日 

役
課
・
婦
人
会
大
掃
除 

二
十
七
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

三
十
一
日 

大
晦
日
・
新
年
祝
祷
会 

本
門
寺
の
主
な
予
定  

 
 
 
 

 

香
華
・
そ
の
他 

供
養 

御
米
奉
納 

 

塔 
 

中 

養
運
坊 

様 
 

塔 
 

中 

養
仙
坊 

様 
 

塔 
 

中 

蓮
行
坊 

様 
 

塔 
 

中 

東
陽
坊 

様 

お
も
す
の
森 

賛
助
金 

 

本
法
寺
内 

須
加
晃
仁
上
人 

書
籍 

 

北 

山 

平
岡 

光
三 

様 

新
潟
県
史
「
歴
史
編
」
全
二
十
三
巻 

 

献
花 

 

北 

山 

星
谷
と
み
子 

様 
 

諸
堂･

境
内
清
掃･

作
業
奉
仕 

本
門
寺
内 

重
須
婦
人
会 

様 

 

塔 

中 

寺
庭
婦
人 

 

様 

本
門
寺
内 

石
川
由
緒
家 

様 

 

北 

山 

望
月 

正
見  

様 

静 

岡 

市 

紺
文
シ
ル
ク 

様 

 

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

丹

精

者

御

芳

名 

 
 

 
 
 

護
山
志
納
金
の
報
告 

 

十
一
月
十
日
（
日
）
、

当
山
の
末
寺
で
あ
る
法
華

寺
（
富
士
宮
市
）
に
お
い

て
本
堂
・
寺
務
所
の
落
慶

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

山
よ
り
貫
首
猊
下
が
御
臨

席
さ
れ
本
門
寺
第
三
十
三

世
並
び
に
法
華
寺
御
開
山

日
信
上
人
の
遺
徳
を
偲

び
、
こ
の
大
事
業
を
お
慶

び
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

法
華
寺 

落
慶
式 

 

十
月
二
十
五
日
（
金
）
、

日
蓮
大
聖
人
第
七
百
五
十
遠

忌
・
日
興
上
人
第
七
百
遠
忌

慶
讃
事
業
の
一
環
と
し
て
、

末
寺
・
興
統
法
縁
会
・
重
須

会
教
師
向
け
の
教
学
研
修
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

三
輪
是
法
先
生(

立
正
大

学
仏
教
学
部
教
授)

に
御
講

義
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
二
回
目
の
第
六
講

か
ら
は
、
新
た
に
『
法
華
経

の
行
者
日
蓮
』
を
テ
ー
マ
に

解
説
頂
き
ま
し
た
。
十
三
名

の
教
師
が
受
講
し
、
併
せ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ

る
受
講
も
実
施
を
致
し
ま
し

た
。 

 
教
学
研
修
会 

開
催 

11月までの三光池および鐘撞き堂周辺の工事状況 

三
光
池
の
石
積
み
は

完
成
し
、
水
を
張
る

為

の

最

終

工

事

を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

鐘
撞
堂
前
の
枯
山
水

も
完
了
で
す
。
来
月

号
に
て
終
了
報
告
を

す
る
見
込
み
で
す
。 

 

御
会
式
前 

境
内
清
掃
奉
仕
御
礼 


